


「すべての人々に健康を」憲章 

 
 
 前文 

 「健康」は、社会的、経済的、政治的な課題であり、これは基本的人権であるということです。 

不平等、貧困、搾取、暴力と不公正によって貧しく、社会の隅へと排除された人々は、不健康に陥り、死に至らされるのです。

「すべての人にとっての健康」を実現するために、権力的な利害関係に挑戦し、グローバリゼーションを拒否し、政治的、経

済的な課題の優先順位を根本的に変えることが、どうしても必要です。 

 この憲章は、「すべての人々」の視点から作られました。かつて､人々の声は、あったとしても聴きとられることはありませ

んでした。今、この憲章は、人々が自分たちにふさわしい解決策にたどり着き、また、地方当局や中央政府、国際機関、企業

のしかるべき責任を追求することを応援するためにあります。 

  

   展望   

 私たちが展望する世界の中心にあるのは、公正、生態的に持続可能な開発と平和です。私たちが展望する世界は、すべての

人々に健康的な生活が現実となり、すべての人の生命と多様性が尊敬され、価値が認められ、祝福されるものです。また、お

互いの人生を充実させるよう、誰もが才能と能力を開花させることができ、そのような人々の声によって私たちの生活を形作

っていくものです。この展望を実現させる資源は豊富にあり、より良いもうひとつの世界は必ず実現します。 

 

 健康の危機    

 “病気と死に直面し、毎日私たちは憤りを感じています。それは、ただ人々が病気にかかり、死ぬからではありません。私

たちが怒っているのは、病気と死の根本的原因が、私たちに降りかかる経済や、社会政策の中にあるからです。”(中央アメリ

カの人々の声) 

 この数十年の世界的な経済的変化は、人々の健康と、ヘルスケアやその他の社会福祉を利用することに、とても大きな影響

を与えてきました。 世界の資産はこれまでになく膨れ上がっていますが、貧困と飢餓も増えています。裕福な国と貧しい国

との格差は広がっているのです。また、国の中での格差も拡大し、社会階級や男女の間、高齢者と若者の間の格差も拡大して

います。 

 世界の中の大部分の人たちは、いまだに、食糧、教育、安全な飲料水、衛生、住居、土地やその資源、雇用、ヘルスケア・

サービス（健康のための手づる｡医療など）の利用ができません。差別は広がり続けています。そのため病気が発生し、ヘル

スケアの利用が困難になっています。 天然資源は危機的な速さで枯渇しています。その結果である環境破壊は、すべての人

の健康、特に貧しい人たちの健康を脅かしています。大量破壊兵器は依然として重大な脅威として存在し続け、新しい紛争は

勃発し続けています。 

 世界中の資源は、ますます私利を最大にむさぼろうとする一握りの人々に握られています。新自由主義的な政治・経済政策

は、権力を持っている少数の政府や、世界銀行、国際通貨基金、世界貿易機関等の国際機関によって決められてしまっていま

す。これらの政策は、多国籍企業による規制を逃れた活動とあいまって、「南」だけでなく「北」も含めた世界中の人々の生

命や生活、健康や福利に深刻な影響をもたらしています。 

 公的サービスは、人々のニーズを満たしていませんが、それは政府の社会予算の削減によってサービスが悪化したからだけ

ではありません。ヘルス・サービスは利用しにくくなり、その分配がより不公平になり、より不適切なものになっています。 

 悪しき民営化は、ヘルスケアへのアクセスを蝕み、公正の基本原則を危うくする脅威になっています。予防できる不健康が

いまだに残り続け、結核やマラリアのような疾病が復活し、HIV/AIDS のような新しい疾病が出現して感染爆発したことは、

世界が公正や正義の基本原則に対して責任を果たしてこなかったことをはっきり示しています。 

 

 

 「すべての人々の健康」憲章の諸原則   



◆実現可能な最高レベルの健康と福利の実現は、基本的人権であり、皮膚の色、民族、宗教、ジェンダー年齢、能力、性的指

向、階級に関わりなく差別されずに保障されるものです。 

◆普遍的で、包括的なプライマリ・ヘルスケア（PHC 基礎的な保健の保障）という原則は、1978 年の国際的な保健会議ア

ルマ・アタ宣言において描かれたもので、健康に関連した政策策定の基礎となるべきものです。いまや、健康とヘルスケアへ

の公正で、参加的で、分野横断的であること以上の方法が必要とされています。 

◆政府は、その支払能力に限定されるのではなく、人々のニーズに合わせて良質のヘルスケア、教育、その他の社会福祉サー

ビスを保障する基本的責任を負っています。 

◆人々および市民団体の参加は、すべての保健や社会福祉の政策やプログラムの策定、実施、評価に不可欠です。 

◆健康は、基本的には、政治的、経済的、社会的、物理的環境に決定されるもので、公正と持続可能な開発とともに地方、国、

国際機関の政策形成の最優先課題でなければなりません。 

 行動の呼びかけ       

 地球規模の保健危機と闘うために、個人、コミュニティ、国、地域、世界全体というあらゆるレベルで、あらゆる分野で、

行動を起こす必要があります。以下は、行動の基礎となるものです。 

 

人権としての健康             

 健康は、公正と正義への社会的責任の果たし方を反映します。健康と人権は、経済的、政治的課題よりも優先するものです。

この憲章は、世界中の人々に次のことを呼びかけます。 

★健康への権利を現実化するためのあらゆる試みを支援すること。 

★政府や国際機関に対して、健康への権利を尊重する政策と実践を再検討し、実施するよう要求すること。 

★各国の憲法や法律の中に健康や人権を組み込むよう、政府に強く働きかけるための広範な支持を得る人々の運動を構築する

こと。 

★私的利益のために、人々の健康に必要なものを搾取する動きと闘う。 

 

 「健康」を決定するのは何か 

より広範な健康決定要因と取り組むことについて      

 

経済問題 

 経済は、人々の健康に深刻な影響を及ぼします。公正、健康、福祉を最優先とする経済政策によって、人々の健康も経

済も向上させることができます。 

 資本家の要求に優先的に対応しようとする政治、金融、農業、産業政策は、人々の生命や生活を阻害します。地球全体

に波及する経済的グローバリゼーションや自由化の過程で、国ごとの、または国内の格差は拡大してきました。世界の多

くの国は、特に権力を持った国は、自国の立場を強化し、拡大するために、経済制裁や軍事介入という手段を利用し、そ

れによって、人々の生活に破壊的な影響をもたらしています。 

 

 この憲章は、世界の人々に次のことを呼びかけます。 

★人々の社会的、環境的、経済的そして健康の権利を侵害することを阻止し、途上国に有利になるような差別化ができるよ

う、世界貿易機関やグローバルな貿易システムの変革を要求すること。公衆衛生を保護するためには、これらの変革は、

特許権や貿易関連知的所有権協定（TRIPS）のような知的財産権の枠組みの改革まで必要です。 

★いわゆる第三世界の負債を帳消しにするよう要求すること。 

★世界銀行（WB）や国際通過基金（IMF）が、途上国の権利や利害を反映し積極的に促進するようになるよう、抜本的な

改革を要求すること。 

★多国籍企業が、人々の健康に悪影響を及ぼさぬよう、従業員を搾取しないよう、環境を破壊しないよう、国家主権を侵害

しないような、効果的な多国籍企業規制を要求すること。 

★政府が経済市場の要求ではなく、人々の要求に合わせた農業政策を実施し、政府が食糧安全保障と、食物が公正に人々の



手に渡るように保障できるようにすること。 

★知的財産権についての法律で、人々の健康を保護する行動をとるよう各政府に要求すること。 

★投機的な国際的な金融取引への規制と課税を要求すること。 

★すべての経済政策が、健康、公正、ジェンダー、環境への影響が査定され、遵守を確保できる強制力のある、規制措置が

伴うよう主張すること。 

★経済成長最優先の経済理論に異議を唱え、人間的な持続可能な社会を創出するような理論に転換させること。経済理論は、

もっと環境的制約、公正さや健康の基本的重要性、無報酬の労働、特に労働としてさえ認識されていない女性たちの労働

の貢献を認識すべきである。 

 

社会的、政治的問題 

 包括的な社会政策は、人々の生命や生活に肯定的な影響を与えています。経済的なグローバリゼーションと民営化は、

人々のつながりや、家族や文化を深く破壊してきました。どの地域においても、女性たちは社会の構造を保持するのに不

可欠な役割を担ってきましたが、女性の基本的ニーズはしばしば無視され、否定され、彼女たちの権利と人格は侵害され

ています。 

 公的諸制度は蝕まれ、弱体化させられています。その責任の多くは、民間部門、特に企業や国家的または国際的な組織

にゆだねられ、そのような機関は人々に対する責任をほとんど果たしていません。さらに、保守的で原理主義的な勢力は

強まっているのに対して、政党や労働組合の力は極端に弱体化してきています。政治組織や市民組織では参加型民主主義

が反映されるべきです。そこで透明性と説明責任を育て、確実なものとすることが緊急に必要です。 

 

 この憲章は世界の人々に次のようなことを呼びかけます。 

★人々の完全な参加が保障された包括的な社会政策の開発と実施を要求し支援すること。 

★すべての女性とすべての男性は、労働と生活、および表現の自由、政治的参加、宗教的選択、教育の機会、暴力を受けな

いことについて、平等な権利を持つよう保障すること。 

★人々の身体的・精神的な健康と、社会の周縁に追いやられてきた人々の人権を、守り発展させていくための法律を導入し

実施するよう政府に要求すること。 

★教育と健康が最優先の政治課題になるよう要求すること。この要求は、すべての子どもと大人、特に少女や女性向けの無

料の良質の義務教育と、良質の保育とケアを要求するものです。 

★保育サービス、食糧配給システム、住宅供給のような公的制度の活動が、個人や地域社会の健康に資するよう要求するこ

と。 

★もともとの土地、家、仕事から人々を強制的に移住させるいかなる政策も非難し、その転換を要求すること。 

★人々の権利と自由を、特に女性や子どもや少数者たちの生命を脅かす原理主義勢力に対抗すること。 

★セックス・ツーリズム（買春産業）と、女性や子どもの世界的人身取引に反対すること。 

 

環境問題 

 水と大気の汚染、急激な気候変動、オゾン層破壊、核エネルギーと廃棄物、有毒な化学物質と殺虫剤、生物多様性の消

失、森林破壊と土壌浸食は、人々の健康に甚大な影響を及ぼしています。この破壊の根本的な原因には、天然資源の持続

不能な搾取、長期的包括的な視点の欠如、個人主義的利益最大化的行動の普及、裕福な人たちの過剰消費が含まれます。

この自然破壊には直ちに効果的な対策が実行され、転換させなければなりません。 

 この憲章は、世界の人々に次のことを呼びかけます。 

★多国籍、国内企業、公的機関、軍隊に、環境や人々の健康に影響を及ぼす破壊的で危険な活動についての責任をとらせる

こと。 

★すべての開発プロジェクトが、健康と環境への基準によって評価されるとともに、いかなる技術や政策も健康や環境に潜

在的脅威になるような場合には、いつでも警告や制限が加えられるよう要求すること。（予防原則） 

★各政府が有害で不適切な技術や手段に頼らず、国際的な気候変動の合意よりも厳格に、自分たちの領土において、温室効



果ガスの削減に早急に対応するよう誓約するよう要求すること。 

★有害な産業や有毒な放射性廃棄物が、より貧しい国々や周縁化された人々の地域に移されることに反対し、ごみの生産量

を最小化するよう解決策を推進すること。 

★「北」でも「南」でも、過剰消費と持続不可能な生活様式を削減すること。工業化された豊かな国々に、消費と公害を

90％まで削減するよう圧力をかけること。 

★労働環境への労働者中心の監視も含む、職場での健康と安全を保障する方策を要求すること。 

★職場、コミュニティ、家庭での事故やけがを予防する方策を要求すること。 

★生命特許を拒否し、伝統的で土地固有の知識と生物資源への盗賊行為に反対すること。 

★環境的、社会的発展についての人間中心的、地域社会を基盤にした指標を開発し、環境破壊と人々の健康状態を測る定期

的な監査の方法を考え出し、採用するよう働きかけること。 

 

戦争、暴力、紛争、自然災害 

 戦争、暴力、紛争、自然災害は人々のつながりや暮らしを荒廃させ、人間の尊厳を破壊します。それらは、そこで暮ら

す人々、特に女性と子どもたちの身体的、精神的な健康に深刻な影響を及ぼします。武器調達の増加と侵略的で腐敗した

国際的武器取引は、社会的、政治的、経済的な安定性と資源の社会部門への分配を蝕みます。 

 

 この憲章は、世界の人々に次のことを呼びかけます。 

★平和と軍備縮小に向けたキャンペーンと運動を支援すること。 

★武力侵略、大量破壊兵器や、あらゆるタイプの地雷を含むその他の武器の研究、製造、実験、利用に反対するキャンペー

ンを支援すること。 

★公正で恒久の平和を、特に内戦や大量虐殺を経験した国々において、達成するために人々の主導を支持すること。 

★軍隊による子ども兵士の利用と、女性や子どもへの虐待やレイプ、拷問、殺人を非難すること。 

★人間の尊厳への最も破壊的な道具の一つとしての占領を、終わらせるよう要求すること。 

★人道援助介入の軍事化に反対すること。 

★国連安全保障理事会が民主的に機能するよう抜本的な改革を要求すること。 

★国連と加盟国は、いかなる形でも国際的制裁として市民の健康を害することをしないように要求すること。 

★近隣や地域社会や都市の平和を、武器がない地域として宣言する、自主的で人々を中心にすえた行動展開を奨励すること。 

★特に男性の中での攻撃的で暴力的な行動を阻止し、減らし、平和的共存を促進する行動やキャンペーンを支援すること。 

★自然災害を予防し、その結果起きる人的被害を減らす行動やキャンペーンを支援すること。 

 

 人々を中心にすえた健康セクター    

 この憲章は、支払能力に関わりなく、普遍的で包括的なプライマリ・ケアの供給を要求している。保健サービスは、民

主的で、達成するのに充分な資源とともに説明責任を果たすものでなければならない。 

 この憲章は、世界の人々に次のことを呼びかけます。 

★ヘルスケアを民営化し、健康を「商品」に変えてしまう国際的、国内的な政策に反対すること。 

★政府が、無料で普遍的なアクセスを保障できるよう、健康課題に取り組み、公衆衛生を組織化する最も効果的な方法とし

て包括的なプライマリヘルスケアを促進し、予算をつけ、提供するよう要求すること。 

★政府に国の保健及び医薬品政策を採用し、実施するよう働きかけること。 

★政府が公的保健の民営化に反対し、慈善団体や NGO による医療サービスを含む民間医療部門への効果的な規制を保障す

るように要求すること。 

★貧しい人々に資するような方法で保健課題に取り組み、縦割りのアプローチを避け、部門相互の共働を保障し、WHO の

世界健康総会に市民組織を参加させ、企業の利害から独立を保つよう WHO の根本的な変革を求めること。 

★患者や消費者の権利を含め、すべてのレベルの健康についての意思決定において、人々の権利やコントロールを促進する

活動を促進し、支持し、取り組むこと。 



★伝統的で心身一体的なシステムと、実践者と、それらのプライマリ・ヘルスケアへの統合を支持し、価値を認め、促進す

ること。 

★医療保健従事者たちが、より問題と取組み解決する意欲があり、実践的になり、その現場での世界的課題の影響をより理

解し、コミュニティとその多様性とともに活動し、尊重するよう、地域社会とともに働き、その多様性を尊重するような

人になることを促進できるよう、医療保健人材の養成制度の改革を求めること。 

★医療や健康技術(薬物を含む)についてわかりやすく説明し、それらの技術が人々の健康のニーズに従うよう要求すること。 

★遺伝子研究、薬剤や生殖技術の開発を含む、健康分野の研究は、説明責任を負える機関によって、参加的で、ニーズにし

たがった方法で実行されるよう要求すること。それは、人々の健康と公衆衛生指向で、普遍的な倫理原則を尊重したもの

でなければならない。 

★性と生殖に関する自己決定権を支持し、人口と家族計画政策におけるあらゆる強制的な方法に反対すること。この支援は、

生殖の調整についてのあらゆる安全で効果的な方法を利用できる権利を含んでいる。 

 

健康的な世界ための人々の参加 

 強い人々の組織と運動こそ、より民主的で、透明性があり、説明責任を果たす意思決定過程には根本的に重要になりま

す。人々の市民的、政治的、経済的、社会的、文化的権利が保障されることは不可欠です。政府は、健康と人権をより公

正な方法で促進する責任を負っていますが、幅広い市民社会とグループと運動とメディアは、政策立案やその実施状況の

監視において人々が関与できるよう、促進する重要な役割を担っています。 

 

 この憲章は、世界の人々に次のことを呼びかけます。 

★分析と行動の基礎となる人々の組織を創り、強化すること。 

★あらゆるレベルでの、公的なサービスの決定過程への人々参加、これを促進する運動を促進し、支援し、関わること。 

★健康に関係する地方の、国内の、国際的集会に、人々の組織が参加できるように要求すること。 

★人々を中心にすえた連帯ネットワークを世界中に設けることを通じて、参加型民主主義に向けた地域の活動展開を支持す

ること。 


